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文献情報処理の現段階

一目録の機械処理をめぐって

はじめに

* 塩田卓和

図方館の仕事の中で，雑誌の管理，図書資料の発注，受入，支払の管理，図書資

料の閲覧，貸出の管理などの仕事は「熟練の転移」が比較的容易であるが，複雑な

知的判断を含む目録の仕事はそれが必ず、しも容易ではなく，図書館の機械処理の中

では最もむずかしい問題を含むように思われる。しかし，図書館の機械化の中核を

なす目録の機械処理の諸問題ーの解決がなされ，他の functionの機械化に支援され

る型で実用化されたとき，図書館の機能に大きな変革がもたらされることは疑いな

いであろう。

本稿は目録の工程の角度から追及を試み，それぞれの工程において，現段階に於

て，どのような， どの程度の機械処理が可能であるかを解明し，併せて神戸大学経

営分析文献センターにおける事例を紹介することによって， 日録の機械処理に一つ

の方向性を見出そうとするものである。

I 目録生産工程

1-1 文献情報の準何j

これは目録作業，分類作業，件名作業からなる知的なプロセスである。機械処理

の場合，通常目録情報の準備は所定のワークシートにタイプまたは手書きで記録す

ることによって行われる。このステップの自動化はきわゆて困難であるが強いて理

想的形態を怨定すれば，人力の介在なしに (i)図書資料の全体または一部を自動的

に機械可読フォーマットに変えながら (ii)著者書名などを同定する作業(目録作業〉

と(Iii)分類番号やキ ワードなどを付す主題分析の作業を行わせることに他ならな

い。 (i)についてはOCR(光学文学読取装置)に期待したいところであるが図書

の中の様々な活字を opticalscannerが読める段階には到っていなLらしたがって，

我々はOCRの技術的発達を現時点において望むよりも，機械可読フォーマットへ

の変換が可能なビデオやマイクロフィルムベースまたは opticalscanner等が受け

つけ得る活字で全ての図書資料が出版されるようになることを期待すべきではなか
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ろうか。この様なことは意外に早く実現するかもしれない。いずれにせよ，入力の

方法の根本的な変革がなされることが前提となる。 (ii)については，書誌データの

要素を区別するためのパターンを電算機に認識させることが必要である。例えば，

数字がなくて，文字の組合せが一定のパターンを示すデータは著者であり，文中に

inとか ofとかの前置詞を含むものは書名であるとかを多くのテーフツレや言葉の

リストの形でコアの中に記憶させ，それにより識別させる方法が考えられる。これ

には非常に複雑なプログラムを必要とする。制については Luhn以来情報検索の

分野で，統計的方法や文章分析などを用いた機械索引法が試行錯誤的に行われてき

たことは今さら言うまでもないが，現状では用語の問題が難関であり， KWI C以

外にみるべきものはないようである。

さて現実に立ちかえって今すぐにも出来ることは次の二点である。一つは件名作

業または分類作業のどちらかの一方を人力で行い機械に変換させることである。ふ

う一つは予め選択した不要語のテープ、ノレによりテキスト中から自動抽出したキーワ

ード候補語中より人聞がキーワードを選出する方法である。これはまた，分類表，

件名標目表，相関索引の作成と維持の負担をかなり軽減するであろう。

1-2 Keyboarding 

文献情報の準備が完了したならば，次にカード穿JL機または紙テープタイプライ
ターで機械可読フォーマットに変換しなければならなし、。これが通常 keyboarding

と呼ばれるステップである。マニュアル方式ではシュプリンターの孔版原紙上にタ

イプライターまたは手書きで記入するステップがこれにあたる。 PCSとEDPは

ともにマニュアノレ方式以上にこのステップが泣き処である。 keyboardingの作業

方法は，どの入力機器を選ぶかによって若干異なる。紙テープタイプライターとカ

ード穿孔機の長短を挙げるならば次の通りである。

(1) 操作・管理

紙テープタイプライターは，特別な訓練と馴れを必要とするが，タイプライタ一

同様なじみやすく，使いやすくタッチがソフトでリズミカノレにタイプできる。しか

し，パンチミスが起らない様に紙テープの方に絶えず気を配らなければならなしら

例えば普通のタイプライターでは大文字，小文字が続くときは，シフトキーを押し

て必要な文字を打ち，そのあと，必要な小文字をすぐあとに打たねばならないが，

紙テープタイプライターは上段キーを押して必要な文字を打ち，そのあと下段キー

を押してから必要な文字を打つ。この下段キーの穿孔は忘れやすいばかりでなく，

パンチミスのあるときなどモニターシート上では確認がむずかしし自動印字段階

でしか発見できないことも多々ある。また，特殊文字は合成コードの場合が多く，
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その場合，シフトキーを押しながら打鍵キーを.j'JたねばならなL、3 しかもモニター
シート上には別の印字がなされることになりハードコピー上にも自動印字されず

no spaceとなる 3 このためにエラーの発見がむずかしくなり合成コードだけ穿孔後，

紙テープについて穿孔を確認する必要がある。カード穿孔機についても同じような

不便が感じられるが，最近ずい分改良されてきているものの，タイプライター経験

者には紙テープタイプライター以上にまだある極の違和感を感じさせるように思わ

れる。即ち機械の発する騒音も若干気になる他，特殊文字の数は|浪られており，大

小文字，仮名文字の穿孔には特別の操作を必要とし， 80欄カードの使用を強いられ

るなど種々の制約がある。またデ-5<管理由ーでは， ]順序の乱れる怖れが絶えずつき

まとう。しかしミスカードを取り山し，正しいカードを再挿入することは容易であ

り，ロールであるために誤り箇所の取り山しと補正がきわめてむずかしい紙テープ

タイプライターとは対象的である。もっとも，パンチした字数が一行以内の段階で

の修正は，紙テープタイプライターの方がより能率的である。つまり，後退キーを

誤りデータの冒頭までパックさせたのち，消去キーを押して誤りデータを抹消し，

正しいデータを打てばよい。カード穿孔機の場合は，一字でも誤りがあればそのカ

ードは無駄になり， 5]1jのカードに再穿孔しなければならない。しかし，エラー補正

は紙テープよりもシンプノレであることは L述の通りである。

(2) ハードコピー

パンチの冨Ij産物としてハードコピーがとれることは紙テープタイプライターの利

点である。Jl[lちオベレータは白分の穿孔したものの一覧をその場で見ることができ

るばかりでなく，読取装置で紙テープを読取らせi'I動印字させて図洋カードを作成

するかまたは直接モニターシートをそれに当てることができる。

(3) 経済性

機械の価格ではカード穿孔機の方が割安でしかも頑丈なので保守費・設備費で有

利である。しかし，データ維持費では紙テープベースの方がはるかに割安である。

以上からして紙テープタイプライターが文献情報処理の入力機器として優ってい

るように思はれる。

通常の入力機器の選択の問題の次には keyboarding の一層の革新的な方法がI::~

題となろう。

第1に，国家的センターが作成した綴気テープの怠誌記録を白館のファイノレに組

み入れて利用する方法がある。一見穿子Lの手聞を削減でき経済的であるように思え

るが (i)図書識別コードなどの注文データは穿孔しなければならない。 (ii)登録

Noなど白館独自の記録については，別に keyboardingする必要がある。同必要

なMT上の書誌情報を摘出する検索時間とコストに問題がある。 州国家ベースの
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詳細な書誌データから独自のニーズにもとずいたi互い記述が引き出せるかどうかの

問題がある。したがってMARCIIテープに代表される標準的な機械可読フォーマ

ットの書誌情報は速報伝達用としてはきわめて有効であるが，ネットワークにより

共同の目録を作成する場合は別として， 1'1館単独の所在11録の作成に利用するには

問題なしとしない。よって今後の改善にj切符したい。

第2の方法はキー・ツウ・テープ装置の利用である。これは紙テープまたは穿孔

カードのような中間媒体を通さず，前焼磁気テープに記録する装置で，その磁気テ

ープは直接電算機に読ませることができる。この機器の大きな魅・力は，その鍵盤は

英数字，仮名を含む上に，入力レコードをCRTディスプレイ上に映写でき，その

ために修正が全〈容易にできる点である。その他， f采算性，効率，高密度記録性で

すぐれているので，いずれ入力装置の主力になろう。

第3に完全目録情報を

。マイクロフィルム形態
D 図~カード形態

3 印字(手書きなどの印字)した穿孔カードの形態
事 穿孔カード又は図書カードを複写，保影して作る冊子U録(受入番号順)の形

態でもち，著者と書名，分類喜子号その他の短かい情報要素だけを電算機に入力し，

種々の索引を作り，完全目録を参照させる方法がある。これはユーザには多少不便

であるが，電算機の印刷lの経済，ファイノレの紡少をもたらすのでコストダウンの対

策として有効である。

第4に入力の簡易化を徹底させる方法ーがあるο 通常， ，''1館独自のEDP化を前提

としなければならない。その 1は大小文字の入力が可能であっても，大文字一本に

する。利用面では確かにマイナス面があるが，穿孔速度，使いやすさの面で多くの

長所をもつばかりでなく，電算機処理時間，データの精度，コストの面ではるかに

優っている。その2は，目録情報の記録の簡素化である。そのためには書誌的記録

はタイトノレページに限り，すべての力誌1合織を所定の長さに切断するなどの処置を
とることである。 その3は designaterのあるものはプログラムテープに含ませる

一方，コードシフトを伴う特殊文字の使用を最少限度にとどめる。

このような方法によって keyboardingにまつわる人間の負担が相当程度に軽減

されるならば次の段階としては，このステップとTìíjの文献情報の準~iljのステップを

同時に行うことが現実化するであろう。現状ではカタロガやドキュメンタリストは

自分達の専問的知識によって種々の決定を行い， u録情報を手書き又はタイプで直
接原本から記入してワークシートを作成しそれをオベレータが転記(穿孔〉するや

り方が一般的であるが，ここには明らかに作業の重複の無駄があり，不要な転記ミ
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スが避けられなし、。したがって，早晩， ドキュメ γタリストまたはカタロガが文献

↑古ー報の準備時に可読フォーマットを('1'成する方lii1に|匂うであろう。

1-3 修正

keyboarding されたデ一世は決して完全ではなく， 一定水準のミス率(1∞0字

に1件)を有している。このミス率を極小化し約度を向上させることはシステムの

存立にかかわる重要な問題である。

マニュアノレ方式ではミスの筒所を消しゴムか修正インキで消すことにより簡単に

修正できるが， PCS， EDPではすでに述べたように， ミス箇所の発見，正しい

データの作成，再挿入，切貼など修正に多くの時間と労力をともなう。

我々はこのような原始的な手作業の修正から脱却し，修正の自動化を押し進める

ことにより，システムの効本化を計らねばならない。

修正の機械化は次の 3段附に分けて考えるべきであろう。

1.検 lU

2.正しいデータの判定

3.補正

1.白動検出のステップは次の2つの方ikに分けることができょう。 まず，第1

に文献情報の特長を利用してコンピュータに検lUさせる方法で次のようなものから

なる。

③ 著者名に数字，日付に文字が入っていないかJ

⑥ シークエンスチェック。

@ 著者，書名， ltl版年は揃っているか。

③ フィールドが長すぎないか，短かすぎないか。

@ 文字の順序が理局にあっているか。例えば英語のOFがFOとなっていないか。

以上でわかるように全く大まかな検出しかできない。

第2の方法は 2つの同一デ-$tを突き合せる方法である。紙テープまたは穿孔

カード、のエラー検出では，検孔機を使用する方法が一般的であるが， この方法の進

んだものとして同ーの2本のテープのコードj照合を行い，不一致のとき，警告を発

し，ディスプレイ上で修正する方法・がある。これらの方法でエラー筒所を自動的に

検出できるが，データの2度打ちが不可避であり，情報価値が相対的に低い目録情

液の処理に適用するのはコスト的にliiJ題であろう。

2.正誤の判定については人間の判断力に頼らざるを得ず， 1.'1動化は特別な場合

の他不可能であるa

3.補正のステップについては正しいデータの穿:jLは人聞が行う他ないが， 穿孔
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カードまたは紙テープの取り出しと再挿入という厄介な部分は合理化できる。つま

り，フ固ルーフリスト上のミスデータの位置を示す指示コードを正しいデータ(削除

の場合は不要〉とともに穿孔入力し，電算機に修正させることができる。ディスプ

レイ装置またはCRTディスプレイ付キー・ツウ・テープ装置を使用するときは，

修正の正しさをその場で確認できる他利点が多い。

修正の自動化は，目録情報が冗長性のある可変長データであり，エラーのタイプ

が複雑であることから固定長データに比較して悶難な面が多く，結局は修正は人力

で行わねばならない。よって今後の問題として，修正の簡易化の徹底と共に伝票記

入の明確化，抜きとり検査の方法，パンチ労働時間の上限の設定などの追及がなさ

れなければならない。

以上述べたようにデータ修正は困難な点が多いが，基本カードに匹敵する基本記

録を修正するだけで，分出・副出記録と分類，著者の各記録の修正を省略できるこ

とがEDP修正の長所のーっとして挙げることができる。これは排棄処分に伴う記

録の抹消や継続記録の追加の際にも成力を発持するο

1 -4 多重記録の作成

マニュアル方式ではシュプリンタなどの謄写機器を使用して，一つの完全な基本

記録から，著者，書名，分類，件名の各目録用カード，副出，分出カードを作成す

る。これらの転写作業はある程度機械的に行うことができ，処理時聞が短い。しか

し原紙の貼りつけ，機械の手入れなど処理前後の手間に問題があるばかりではなし

その後ある期間を経て余計にカードが必要になった場合，孔版の作業からやりなお

さなければならない。 XEROX複写方式による場合はこれは問題でないが，転写
カードの質，処理後の裁断の手間に問題を残している。

PCSでは，処理前後の手間，原版の保存では有利であるが，共通項目は複写穿

:fLで行うことができても，その他は手動穿孔によらねばならない。

EDPによれば上述の弱点はすべて解決されるばかりでなく，正確・高速で全く

機械的である。しかも，多重記録を納得のゆく型に転写することができる。このよ

うな柔軟性は目録規則に合った形の分11]記録，日IJlJl記録，各種索引の作成を可能に

している。

1 -5 多重記録の分割

作成された多重記録はそれぞれの日的に応じてファイルの分割をしなければなら

ない。マニュアル方式では，著者標11のカードは著者11普通のファイノレに，書名標目

カードは書名目録のファイルにというように手作業で分割するが，カード枚数が多
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い場合は厄介であり，複雑なものはミスの可能性もある。 PCSではカードに識別

コードを穿孔することによって，この作業を機械的に行うことができる。 EDPの

場合は全く自動的であることはいうまでもなL、。

1 -6 予備配列

新しくできたファイノレを旧ファイルとマージさせるための予備配列を行う。マニ

ュアノレ方式では人間的な誤りが避けられないばかりでなく， きわめて遅<，労力が

かかる。 PCSでは物理的なハンドリングを必要とするので，自動的とは言いがた

しそのための時聞を無視できないが，機械自体はきわめてスピーディに(1000枚/

分)正確にカードを配列してくれる。 EDPの場合は，正確さ，スピード，完全自

動の点ではPCSの比ではなし、。

しかしここで注意すべきことは， PCSの場合もEDPの場合も共に単純な機械

配列で通常なされており，伝統的な配列規則に合致していない点である。実際， P 

CSでは，配列後配列の手直しの必要も起りうる。

かくて，単純な配列をとるべきか，複雑な配列をとるべきかの問題がクローズア

ップされてくる。利用者の俣IJからみると，単純な配列も量が多くなるにしたがって，

不便なものになる。列えば LouisXVI， King of Franceも1人のとき問題はない

が，フランスの他の王の文献が更に付け加わる可能性のあるときは Louis，King 

of France， XVIでなければならない。一方複雑な配列も利用者がその規則を知ら

なければ全く不便な場合がある。例えばLCカタログで米国の下院のある委員会議

事録を探し出さねばならない場合，相当のベテランでないと短時間で検索すること

はできなL、。したがって，適度に単純で，適度に複雑なコンピュータプログラムが

案出されるべきであり，その複雑さの度合は文献の量と種類によって決定すべきで

あろう。利用者の便を考えて単純な機械配列に手直しをする現実的に可能な便宜的

方法の要点を述べると次の通りである。

① 配列で無視される語が少く，メモリーに余裕がある時は，その語のリストを

プログラムの中に含ませる。例えば，冠詞が特定言語に限られている場合はそれら

をプログラムの中に含ませる。

①語数がきわめて限られているときは keyboadingの際， 語の前後に特定特

殊コードを穿孔して機械に無視させるべきである。

③ ローマ数字， BC年代などそのままの形では規則通りの配列が不可能な場合

はアラピヤ数字に鶴字して入力する。

@ しかし，原形をとどめることが必要なときはソート用の項目の他に特定コー

ドを介した原形の項目を同時入力すべきである。
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われわれはさらに入力に労力を要しない sophisticatedなプログラム配列を期待

したいところであるが，処理時間，メモリの容量の他に療準的プログラム配列が個

別的利用に耐えうるかどうかの問題など解決すべき問題は多L、。つまるところ，年

代・数詞はアラビア数字に変え，添加記号は無視するなどの妥協を利用者にせまる

他ないように忠われる。

1 -7 新!日ファイノレのマージ

これは新しくできたファイルを旧フ 7イルとマージさせるステップである。マニ

ュアル方式では文献情報量が多ければ多い程このステップは多大の労力と配列の専

門的知識を必要とし，配列ミスも避けられない。 PCSでは照合機を用いることに

より手作業をはるかにしのぐ効果を発揮できる。 EDPの場合は処理時間も予備配

列のときほど必要とせず，プログラムも複雑ではない。このステップは機械化のメ

リットが最もよくあらわれるステップであろう。

1 -8目録の印刷l

(目録カードの印席1])マニュアノレ方式で目録カードを作成する場合は，文献情報

の準備の段階または多重記録作成の段階ですでにカード、への印字は終っている。紙

テープタイプライターで図書カードを作成する方法はタイプライターの標準文字セ

ットが利用でき，印刷の質もよいがスピードがおそく(毎秒10字)カードの種類に

よって記入フォーマットを変えて出力することはできない。電算機により目録カー

ドをラインプリンターに打ち出す方法は印刷速度は早い(1300行/分)が，文字が

45，，-，50字に|浪られカードの厚さもあまり厚くすることができない。そこで，紙テー

プで出力し図書カードの印刷を紙テープタイプライターで行わせる方法が考えられ

るが，これはラインプリンターに打出す場合と比べて，活字の質，カードの厚さで

優れているものの印字速度に問題がある。

(冊子百録の印刷)マニュアル方式で冊子目録を作成する場合は，図書カードま

たは感圧紙カードをもとにゼロックス複写を行い，本文と索引を作成する。図書カ

ードで作る方法は，図書カードに参照番号を付す作業など，手作業に依存する部分

があまりにも多く，複写費用もかさみ，経済的ではない。感圧紙カードによる方法

は，そのような手聞をある程度は緩和できるが，使用済感圧紙カードを日録カード

として利用できない欠点がある。

PCSによる場合は，会計機またはドキュメントライターで製表させて作る。製

表は機械的であり，仕上りはきれいであるが，製表のスピードがおそい。

EDPによる場合は，正確，高速，自動的であることは言うに及ばず，製本処理，
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保管に便利なように頁付を付し2段組にし，しかも出力フォーマットを自由自在に

変えることができる。しかし普通のラインプリンターには添加記号例えば aa aが

なく，読みにくい。またPCSについても言えることであるが，漢字，平仮名が使

用できない。そのような欠点を克服するものとして，写植でi冊子目録をアウトプッ
トする方法がある。この方法は日本字を含む多くの文字数，豊富な文字のタイプ，

スピードなどの点では他を圧し，高性能のアウトプットを得ることができる。コス

ト高であるが，配布部数が多い場合コストを低〈維持できる。また活字の大きさの

可変性によって，読み易さを失うことな〈ページ中に多量の活字を収容することが

でき，印刷コストの低下を計ることができる。しかし我々は特定の情報センターで

作られる写植によるアウトプットを利用することはできてもそれを自鎮で作るには

まだコストの低下が計られなければならない。

EDPのフィルムアウトプットいわゆるCOMも現実的になりつつある。これは，

出力媒体として16mmフィルムを用いる。 文字数は64字か128字であるがさらに文

字数を増やすことが試みられつつある。ラインプリンターによる打出しの印刷費を

ずい分節約することができるので期待がもたれよう。

11 KBRPSー経営分析文献センターの事例

KBRPS (Kobe's Bibliographical Record Proαssing System)は検索トゥーノレ

作成と文献検索の可能な書誌的記録の汎用処理システムである。当文献センター

によって開発されたこのシステムは昭和45年10月から46年5月に至る実験期間を経

て46年7月以来実用化ルーチンに入っている。使用機種は TOS BAC 4200型で

言語はアセンブラー，入力媒体には80欄パンチカードと紙テープの両者を用いてい

る。

11-1 入力対象

(i)センターに受入られる経営学関係の図書資料で次のものからなる。

a 登録される単行本，年鑑などの書誌的主題的情報

b 登録される雑誌の所在情報

(ii) 経済・経営学学術雑誌の書誌情報(雑誌記事索引〉

同神大経済経営研究所，神大図書館の書誌情報

11-2 出力形式

(i) 文献速報一入力時の紙テープを紙テープタイプライターの読取装置に読取ら

せて作成する。

(ii) 登録文献目録・索引(冊子体形却

ア 著・者目録(第1図参照〉
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第3図 請求己号指示方式目録著者索引

HA~P t.白. W.H. 

50 YEAkS or臼AN 2勾2 11 

SO YEAkS or BAN 242 11 

HAHPEH. ¥J.H. 

HOPKINS. t.HNEST J. fI~ANCING THE F 2勾2 12 

イ 書名目録(第2図参照〕

ウ 著者，書名目録

エ件名目録

オ分類日録(第 6 図参j~日〕
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第4図 文献番号指示方式日録活者ー索引

• AζCOJNTAN~S INTERNATIDNAL STUOY GROUド(EO) 匂7

4t INOEP~NOENT AUDITOR・S REPORTING STANOAHOS 1M THREE 
• A こ CJUNTAN~S 1NTERNAT1つNAL STUOY GROUP(EO) 毎S

4t US J'NG T'H E WO日正 ANO REPORT Of ANOTHER AU01TOR. PROf 

• ALfOR口. tI. ¥1. E. 34 
4t H1STO~f Of THE CA RpENTEHS CO門PANy. 

• ALLEN. E~IEANOk( EO) '7  

4t STAT1ST'ICS SOURCES. 

• AMERICA~ ACCOUNT1NG ASSO.(EO) 43 

4t STATE:-1ENT Of llAS1C ACCOUNTING TH日 kY.

• ARTIIUH. ¥I1LLIA門 12

4t SU:CE亘SfUL :-1ERCHANT'. SKETCHES Of THE LlfE Of 附. s 

• tlARCLAYS BANK(OO門1N10N' COLON1AL AND OVERSEAS)【日C】 16

4t tlANK 11'1 BATTLEDRESS. BElNG TH正 STORY Of BAHCLAYS B 

・出ENN'ETT. E白IC 35 . 凶ORSH1P'fUL CO阿PANY Of WHEEL¥lRIGHTS Of THE C1TY Of 

• Bh1T1SH STlEL CJRP. 匂事

4t ACCOUNr~ Of THιPUBLlCLY・O¥lNEO CO門PAN1ES 19臼ー70.

• 8fiUNSON. B. h. 17 

4t TEXAS LIANO ANO DEVElOPMENT CO~PANY. A PA~HANOLE PR 

第 5図文献苔号指ぷ方式H主ih'-}名索引

• AζCOUNTING ANO AUOIT1~G APPROACHES TO 1刈VENTOR1ES 匂5

4t I~TER州 TIONAL STUDf GROUP(ED) 

• ACCOUNTS Of 1HE PU8L1CLY-O¥lNEO CO刈PANlES 1969・.70. 4ヲ

4t tlhIiISH STHL. CORP .. 

• A門ER1CAN ESSENCE ・A H1STORY Of THE PEPPE自門 1N1 ANO 37 

4t LAN01N~. JAMES E. 

• ANDk~W CAIHNlGlE. 15 . 凶ALL. J凶 EPH fRAZ1E R 

• UANK 1N BATTLEDHESS. BE1NG THE STOHY Of tlARCLAyS B 16 
4t B"R CL川 S I:lANK(O白河川10N. C日LONIAL ANO OVERSEAS)山口

・己ANK Of NHI SOUTH 凶AL:ES. A H1STORY. 25 

4t HOLOER・R. f. 
• dANK OF N'E凶 SOUTH WAL~S. A H1STORY. 26 

4t HOLOH. R. f. 

・31HTH Of THE ιRnT JEST正RN RA1L./AY. ιXTRACTS fR日刊 30 

4t 51刊 JN!. JACK(EO) 
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• 
第6図分額Ll録文献番号指示方式目録本文
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S瓦COND WORLD WAR 19・39-・1945. LOND.. 19拘8.
212P. 28CM. 
Z品a ・ I68//8~日 //~1
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BRU NSO申・ B. R.・/ TKE TEXAS LAND AND DEvELOP悶ENT
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COLE門AN.. D. C.・/ COURTAULDS. AN ECONO阿IC AND SOCIAL 
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ヒARLE. J. B. F.'I A CENTURy or ROAD MATERIALS. THE 
HISTDRY OF THE RDADSTONE OIVISION or T‘R附AC LTD. 
QXFORD. 日LACKWELL・1971. 182.P. 2.3CM. 
TARMAC L TD..(自C)
Z亀2 ・182.//.5日 1/31

• • 
• 23 
GOERCES. HANS(HRSG).J 50 JAHRE ELEKTROTECHNISCHER VEREIN. 
rESTSCHRIFT ZUM 5日 JAEHRICEN BESTEHEN DES ELEKTROTE-
CHN'ISCHEN VEREINS. BERL.JN・192.9.. 7・亀IISP. 30C河.
ELEKTROTECHNISCHE VEREIN(BC) 

2.42・171//9501/31 

• • • . 2.4 
HOLDEN. WILLIA円 CURRY'/ THE ESPUELA LA吋o AND CATTLE 
CO~PANY. A STUDY or A rOREIGN-QWNEO RANCH IN TEXAS. 
AUSTIN. TEXAS STATES HISTORICAL ASSO.. 197日 268P.
2匂CM.
ESPUElA LAND AND CATTLE CO.(BC) 

“ 2句2 -175//119 1152. 
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カ 文献番号指示方式目録(第4~5 図参照)

キ 請求記号指示方式目録(第31当参照〉

ク社史目録

ケ 件名列挙索引(第14図参照〕

附 登録文献目録(目録カード形式〕

電算機から紙テープでアウトプットしそれを紙テープタイプライターの読取装置

に読取らせて作成する。新ファイルと 11.:1ファイルとのマージだけ手作業。種類は件

名列挙索引以外は冊子体形式と同じ。

(i沖非登録文献目録

種類は登録文献目録索引1Clllt子体形式〕と同じ。雑誌記事索引，抄録など。
(v) 会計関係リスト

前年度比で図書購入費の累計残高をリスト

11-3 蓄積方法と検索トヴーのノレ作成

11-3-1 Encoding 

蓄積の原理はオーソドックスなセグメント方式を敢えてとらず，次のような独自

の方式をとったのは穿孔にまつわる費用の極小化とオートメ化の要請であった。

(1) 冊子目録の本文作成を意識してそのフォーマットと|司じ形式で入力する。し

たがって記述の各行の長さは可変長である。

(2) その目録の記述方法は書名から必ず、始める記述方式をとろうが，著者から始

める記述方式をとろうが全〈白白である。

(紛 ただし，記述の中で重要な要素である著者，書名，件名については特殊記号

によって区分しなければならなL、。

(4) 登録番号，請求記号などの同定長の共通項目は必ず記述の前に 1行の範囲で

タイプ(穿干し〉する。

(5) 以上によって入力した文献ファイルから必要に応じて索引作成を意識した著

者，書名，件名からなるセグメント方式の蓄積ブ 7イルを作成する。これによって

セグメントの種類， レコードシーケンス NOなどの入力の際の穿孔の手聞をな〈

した。穿孔の実例を図によって示すと第7図の通りである。この図はリコータイパ

ーで穿孔した紙テープを読取装置にかけて印字させて作ったルーズリーフ式原簿の

一部であり，片面には10文献を印字することにしている。これはまた複写して文献

速報として配布する。この用紙はタイプ(穿孔〉する際のモニターシートとしても用

いる。第7図の最初の文献について説明すると，まず1桁目の共通項目では最初に

バリューインディケータがくる。社史関係者ピ除〈文献で学術雑誌の論文と同程度に

学術的価値のあると思われる文献にのみアスタリスク(*)をタイプする(あとで雑

事込 - 14ー
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文献リスト第 7図

亡二 前求審号補助榎数 I 一一一|柿，一一 r:~-~ï~一一一 !~~~Ii登録番号介類 I一新fi1地域.''1I:A1f.JlE 別 l里-frjJT巴竺~~m3i翌七七竺i
l事轄者./ι咋名/ 出版事項 対照明項 注記事刷 1 

I 3241242 .B12220. 3211167 921KY 3001960 
l円 EI内 GEBR.• KG.8*/SEU! NORICA/BEKENNT~IS ~UM ~UESSEN/ I 
IEINE ERGOETZLICHE' PLAUDERE. UtBER NUE~NBE~GERIKOE~TLìcH-
KEITEN DER LEBKUECHEN-. SCHOKOLADE- UND WAFFEじFABRIKj) 
NUERNsERG. 1960. 16P. 15X21CM.ZZ 
324~242 ，B1352 :321 i :67 921KY 30d1963 
会SENDLINGER10PTISCHH iGLASWERKE GMBH.8喫 /sEtlD Ll ~GER :OP-1 
TISC~E GLASWERIくE G~IBH.. 品目LIN-ZENLENDORF~ 1913-1963/! 
i E lNE .凶 IRTSC~AFTSMONdGRAPHIË/ バ BERLIN. 1963J 2QP. 
i23CM.ZZ 11 i '[ I . 
I 324n42 IB14580 '321 167 92~KV 83 日 195~
I*BORCHAROT. !HANS*WUHER. S~GFRID V.*;75 JJjHRE IKABgL・|
lwERK7BERビiN :uNi:il ui6 ~j，ÄHRE -~ 1 e~1ENS~KABEL./ / 1-SERL lN. 
11951.i 40P. I 30CM. ! i I i 
i巧 lEMENS~SC~UCKËRTW~RKE AG~8~*ZZ 
32441242 '81565 1321 I 167 92~KY 1200195<t 
1企SInlENS.'AQ.8*/DASHAUS SI'EMENS//1 :NO liMPR1!NT. '19541. 
:lOIP.1 19C刊収Z i I ， 
i' 3245242 B16684 321 I 67 921KY 10501952i 
1円 IE川ENS-RE~NIGER-WERKE AG;8*/75 JAHRεELE，KTRQMEDIZIN! 
JIN ERLANGiEN，1817-l引52.// ERLANGEN.: 195i2・ j58P.: 
!30CM.IZZ' I 
! 3246，241 11562732167 921KY 75019561 
.*BERGI. HANS・JOACHlMVAN DEN* /100 JAHRE: FRIHRI，CH SI E-; 
MENSREGENERATIVE・OEFEN// : BERLlN. SiIE~IENS. 11956. 
，84P. 24CM.ZZ_ I..! i._...I 
i 3247，242B17871 '321 :67 921KY ~001962i 
I*SIGNAL UNFALL-VERSI，CHERUNGSVEREIN AG.舟/RATEN. HELFEN.I 
iDI ENEN. • • • / 25 JAHRE !S 1 GNAL 'UNFAL L-VERS) CHERUNGS・ VEREIN
lA.G.iIN DORTトiUND..19:37・1962.// DORT~U トW，. 19:62. . 2W. 
2001.ZZ i i 
!-3248242日18'6271354 I 67 921'Kv: 15001962: 
~SOCIETE GENEV01SE D・lNSTRUMENTSDE PHYSIQUE.8会/DI.E
!SOCIETE GENEV01SE DO INSTRUMENSTS DE PHYSIQUE. [1862--
，1962.'// GENF.: 1962. 75P. i 26CM.ZZ i 
1-3249242 B1988 "321 ! 67 921KYi 8301957) 
I*SP.AR・ UNDBAUVEREIN SOLINGEN. EG門BH.8:，"/60，JAHiRE SPAR・1
IUND BAUVEREIN SOLlNGEN. 1897-'1957.// SO~ING ，EN ， 1957. 
!72P. ! 20X21C~i.n i! ! i i' 
i 3250~42 82030 ;321 i 67 921~Yi 2250;1957! 
戸PAULrSPINDLER-WERKEN，KG.8*VE!HWICkLUNp UNp GEpALT- I 
IUNG DER SPINDLER:-WERKE/ / I HILDEN'， 1957. 12111'. I 

hz i i;lllli iill l 
I I 11 1 1 I I I I I I 

•••••••••••••••••••••••• 
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誌論文ファイルとのドッキングを意図している〕が価値の低いものはスペースとす

る。ここではスベースとなっているが，次の登録 No.4桁は文献センターの登録No.

であるの次に請求No(厳密には請求記号)7桁がくる。そのうち分類 1，4桁(242b ; 

企業の歴史)をタイプする。次に凶書記号にあたる一連番号 3桁 (B12)がくる。

そのあと分類記号を補うものとして 3つのファセットからなる補助標数がくる。そ

のうちの業種 I，4桁 (220b;製菓〕は証券銘柄コードをモデファイして作られた

ものである。 次に地域4桁 (321b ;両ドイソ〕と形式1桁(ここでは特記すべき

ものがないのでスペース)が統く。さらに受入年月日 (6桁〕種別 (2桁) (書庖

コードのこと)価格 (5桁〉刊年4桁が続く。ここで2箇の分類重出(分類2 4 

桁分類3; 4桁〕と 2箇の業種重出(業種2 4桁業種3 4桁)がない場合

すぐにスタートキーを押すが，ある場合はそれをタイプしてスタートキーを押す。

機械はプログラムテープ上の行末記号とプロックエンドコードをn動的にデータテ
ープに落して改行するコ次行から可変項目が始まるが，まず SEIM(GEBR.) KG 

がくる。これは著者であるので前後にキをつけており，また被伝会社でもあるので，

出力では被伝会社記号 (BC)に変わる記号8を末尾につけている。このような芯号

としてくTR)(ED)などがもうけられている。共著者は前後に*をつければ，何人

でも続けることができ，出力では共著者の間の*は&に換えることにしている。

著者の次に書名が続くときは*/が必ずくる。書名はその前後に/をつければ，

いくらでも続けることができる。 しかし仮に SEIMNORICA BEKENNTNIS 

ZUM SUESSENとしてばかりでなく， BEKENNTNIS ZUM SUESSENとして

も索引に出したいときは， NORICAと BEKENNTNISの聞の/を特定の合成コ

ードに換える。書名の最後は//で終り，次に出版事項，対照事項を続ける。各行

は50桁を基準にしているがそれ以下でも構わず，出力のみにくさを犠牲にすればそ

れ以上でも構わない。行の末尾にたまたま無視できないハイフン，がきたときはハ

イフン，を重ねてタイプしたあとスタートキーを押す。文献の終りは必ず ZZであ

るが，対照事項のあと，さらに章単位の執筆者とタイトルのペアや，抄録，解題，

参考文献が続くときは *Z本を介してい〈らでも続ける。 これはある場合にはこ

れらを無視して出力し，ある場合には詳細に出力しかっ又，それぞれの索引を出力

することのためであるつこの他索引語の付加もできる O 以上のようなタイプ(パン

チ〉のオベレーションはすべての入力事項を記載したタイトノレベージを入力伝票と

して参照しながらカタロガまたはドキュメンタリストが行うことにする。

日本語文献は漢字入力装置が導入されるまでは英字で入力し仮名で出力する(第

9"，  10図参照)。 また仮名の不便をカパ するために冊子目録本文の外注印刷用ま

たは参照、用として，一文献一枚の日本字の手書きの穿孔カードを使用する(第8図

- 16-



日本語文献カード例第8図

{編}

五島慶太め追想

東京 1 960 

6 2 4 p. 2 1 cm. 

五島県太{目的

東京急行電銭(株}

... "・SI500t4・，.，

里担坦出t:ff王切
:i!!日;!?と'11認11jL21761JJ

日本語文献ローマ字入力例••••••• 第9図

第10図

• AO・0581

変換後日本語文献コンピュータ出力例(著者目録〉

o TOUKYOU ~YUUKOU DENTETSU(CO)(ED) 

bウ守ヨウ 守ユウ3ウ t・;'f'i(:'0)( ED)・IJ' ~ウ
'Tイ1 I "H藷タ トウ守ヨウ， 1960. 
62・P. 21CM・
3・・トゥ. r-(1(BP) 
2匂1・ 1:5119UO

• 
• 
参照〉。この穿孔カードはまた登録番号順に配列，複写され原簿が作成される。

11-3-2 修正

上記のように encodingし，入力してできあがった 1ヶ月分のトランザクション

-17 -



第11図修正前のプルーフリスト
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第四図修正データ
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第四図修正後のフ。ノレーフリスト
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ファイルは修正のためにプルーフリストを出力する。その形式は入力データを，語

(words)を基本単位としてマトリックスの記号で表現したものであるC第11図参照)。

修正の場合はこれらの指示記号， 修正情報などをパンチして修正データを作成し

(第12図参照)入力して修正を行い，その結果を打出す(第13図参照)。修正データ

の作り方を図によって説明すると，まず情報 No(72036)とつづき記号"をパン

チし，そのあと，請求記号(分類1と技番号〉の 341-1を 231-2に換えるために

修正記号。をつけて図のようにパンチする。同様にして受入年月日の修正を行う。

ーは削除記号であり， 出版年の削除は単に -AJでよい。 つづいて，分類重出の

256を241に修正し， -Bbにより B行全体を削除し， JSOAIH E.， RJ.を JOSIAH

E.， JR.に修正するために図のような形式でパンチする。 さらに INTERNATIO.

NALの綴りを改め， THEを削除する。最後に追加記号*(￥に内部変換)によ

って， 出版地 BOSTONをつけ加え出版者を修正し寸法を付け加えている。

KBRPSでは精度の問題をシステムの死活にかかわる問題としてとらえ，品質管
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理の最適化の立場より上記のようなj!lulのチェツクシテスムを開発したのである〉

これによって従来紙テーフ。修正にかけられていた大きな負担を軽減し，入}Jコスト

の極小化を実現できた。

1I-3-3 第2次入力

利用者に早くサイテーション (citation)を士11らせるために，原則として時間のか

かる知的作業は修正の原理を用いた第出欠入力で行うことにする J 第 2次入力の項

目は次の通りである。

(i) 内容細目， 日次

(ii) 抄録，解題，解説

。ii) 件名，キーワード
(iサ分類 2，3;業種 2，3;NDCと DCの存分組

1I-3-4 変換プロセス

分類表のテープソレと入力ファイノレとの照合により，分類記号を{牛名に変換するこ

とができる。相関索引により件名から分類に変換せしめる処理も|別発中である。

H← 3-5 メインファイノレの完成

以上の処理を終え， 11-1ファイルとマージし， 1M軍IU，併合削除の処理を経たのち，

年刊ファイノレとソートマージし， メインファイノレを完成する σ この年刊ファイノレは

パッチ処理で作った年干IJ記述ファイルと4Ji!Jカードイメージで入力される巻号など

が含まれる年干Jjデータファイノレの突き合わせによって作られたものであるコ

II-3-6 インデックスファイルの作成

メインファイノレから密者，書名，件名を11U11:し，セグメント方式でファイノレを再

編成するヵこの中には副出の実名と比一者が合まれる 3

II-3一一7 ソート・編集・打出し

メインファイルはソート，編集のプロセスを経たのち， 1111 F U録の本文として打

出す。インデックスファイノしはファイノレの分割， ソ 卜，編集のプロセスを経て，
2) 

尚子目録の索引として打出される。これらのプロセスの一般的な特徴を挙げると

① 記述の中の 3つの要素 C?i'者， tq名，件名)はメインファイノレの文献項Hで

。第2次入力とは第1次入力(通常の入力〕の際にまIち出すプノレ ブリストiの書名に合
まれる件名を示すコードを再入力する (d町 ision lnaking が件名でその指示コードが
BC-BDであればそれらをパンチし入力寸る〕 ζれによって，自動的にサィテーシ，'/
のあとに③が前後についた形の件名があらわれるようにする。又書名中にない索引語({tt-
名)を別途に入力し，それをサイテーシ 2ンのすぐあとに追加することなどの意味に佼肘

する。
zl TO S BAC 4200型電算機のラインプリンターには，疑問符，コロン，セミコロン，
アポストロブイ，引用符などの活字がないために，コロンは*/に，セミコロンは*に，
アポストロフィは。に代替せしめ，その他のものについては無視せざるを得なかった。
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は50桁の限度内で，冠詞の省時された形でn動的に標日としてたてられる。
② 英独仏伊の言語の冠調はプログラム内に合ませ，それらを stopword とし

て削除したものをソートキーとしてソートしているので，これらの言語については

冠調のある形で入力しても配列上は無視される。

③ 2ページ方式でページ数をも打IIIす。

アウトプットの種類は前述の通りであるが，ソートキーに何を選ぶかによって，

情報内容の豊富な種々の検索トウールを作成することができる。アウトプットのそ

れぞれについては説明を省時し，当センタ-'i!ltl'jの件名列挙弼iについてのみ説明
を行うことにする。

第14図が文献項目の中に含まれるキーワードを列挙した件名列挙索引で第1検索

項目(左端)にすべてのキーワードを昇JI阪に並べ，同一の第1検索項目の下では第

1検索項目と共出現しているキーワード(第2検索項目〉を昇11院にタテに並べ，そ

の他のキーワードは第2検索項目に続けてヨコに昇順に配列し，右端には所在コー

に識別コードを付している。例えば，漢字の機械処理と仮名文字タイプライタ一

入力について調べたいときはまず第1検索項目で，カンジかキカイシヨリのところ

を探す。カンジがみつかれば今度はキカイシヨリを第2検索項目つまりオンセイタ

イプライター以下， リストコウゾウまでの配干IJの中で傑す。 さらにカナ文字タイ

プライターについて触れていないかを， オンセイタイプライターからデンサンキ

に至る配列で調ベカナモジタイプライターを探す。参考までにその他のキーワー

ドも目を通し，情報記号AB71031で請求すれば求める文献に到達できることを知

る。

この件名列挙索引は複合主題の検索にかなりの威力を発何できるがボリュームが

膨大である上，印刷費が高くつく。

この対策として

① 一文献に付されるキーワードの数を厳選する。つまりf'1・名標日表にある件名

以外のキーワードをあまり付らないようにする。

② マイクロフィッシュ化または COMの利用が考えられる。

11-4 文献検索

オンライン検索が実現化される段附ではインデックスフ 7イルをバリューインデ

ィケータと研究領域の性格をもとに検索度の高いf'I:名と持者(主として第1著者〉

事 件名列挙索引は仮に命名したものであり，英語名は Keywords-enumeratedlndexと
する。文脈中からキーワードを摘出する点では KWOCに，文献に含まれる全部のキー
ワードが一行に列挙される点、では KWICに類似しているψ 複合主題の検索が可能である
点では ILOのTabledexと同じであるが， T、'abl吋exとは異なり，検索ポイントで文献
に含まれる全部のキーワード (ABC順〉を一覧できる J
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のみを選択抽出してディスク上に研究削減別に転置ファイルとその他の中間ファイ

ルを作りそれを媒体とした検索のシステムを予定しているが，現在では次のような

検索構造にとどめることにする。

1 メインファイルを使用する 3

2 逐字照合方式をとる。

3 一致したものがあれば別の MTに，ヰき移し，質問式の解を求める。

4 著者， ;Q:名，キーワード，件名， 11¥版年，分類，業種，地域の各項目に条件の

緩和を許す検索が可能である。また 1項目内での OR検索も可能である。

5 他の検索を補完するための自然語検索が可能である。

11-4-1 質問式のたて方

a 書名，著者，件名，i'l然活の検索のliijに領減を限定する場合は頭初に FIELD

をおき質問式を記入し，そのあとに改行して TRYとして書名， 著ー者， 件名， 自

然語の検索質問式を続ける。

第15図質問データの記号と桁数

データ要素名 |記号| 原 形 | データ必要欄 | 
著 者 I A I Author 

書 名 I T I Title 14 

{牛 名 I s I Subject 50 

白 然語 I N I Natural 50 

分 類 I C I Classi五cation 4 

業 種 I 0 I Occupation 4 

地 j或 I R I Region 4 

形 式 I F I Form 1 

刊 年 I p I Period 8 

b データ要素名は第15凶の記号を使JIjし，その記号の前後には必ず*の記号を

つける。

c データはデータ要素記号に統げて必要限度桁数まで記入する。著者，者名は

その第1語 (10桁の1iN.度桁数lこ， ，を介して第2-5語のイニシアノレ (4桁が限度)

を記入する。又件名と 1)然語は 50桁の限度桁数で記入する。年は期間限定の場合
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G 1868 L 1901 (1868 ~ x ~ 1901の意味〉の如く記入する。

d 論理記号

各データ要素内での OR条件はコンマ 2つでデータ要素間の OR条件記号は//

を使用する。 NOT条件は/を用いるが AND条件記号は別にない。

e 条件の緩和は著者，書名，分類，業種，地域，刊年についてそのあとにーと

緩和桁数を統けることにより行うことができる。 仔uぇば恭P*1952-1の場合は
1950年代まで緩和が許される。

f 具体例

① 年鑑 (6)で財務会計 (540)または外部監査 (572)に入っていると思われる

Accounting Trend and Techniqueという文献はないかという質問式では

FIELD * C * 540 " 572 * F * 6 
で SetNoと文献数を出力し，さらに

TRY * T * ACCOUNTING， TA T 
で SetNoと文献数を出力する。

① もし仮に上例で Accounting以外は詳しく分らない場合はn然語検索(その
語が件名である場合は件名検索)となる。l![Jち

TRY * N * ACCOUNTING 
Accountingを含む文献の文献数とSetNo (ここでは SetNo 2)をf11力し，同様に

して

TRY * N * TREND 
で該当文献数と SetNo (ここでは SetNo 3)を出力し

COMBINE 2*3 

でさらに該当文献数と SetNoを出力し，該当文献数に満足である場合は他の命令

で該当文献の内容をアウトプットする。

勿論上の3つの質問式を 1つにまとめて

TRY * N * ACCOUNTING TREND 
とすることも可能である。また領域指定をしてもしなくても持名，著者，件名，自

然語の各検索を行いうる。

II-4← 2 用語管理

件名を付与したり件名検索を行う場合参!ねできる depertmentaldictionaryの作

成を急いでいる。これは研究者自身の1:'1発的用語統制作用が極大の研究領域ごとに

作られ(経営史関係は作成しない)用語の上位，下位についての厳密な規定はなく

語糞の同義，類義関係と関連語を規定した辞典で，計量的方法による自動的作成と

メインテナンスを日差している。網羅的検索が要求される経営学文献処理において
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はこのような件名方式が妥当であるように思われる。 I体系」の否定により，あい

まいきが避けられないが，一回だけの検索だけで事を決するのではなく，研究者自

身が狭い主題領域のファイルについて CRTディスプレイ上で試行錯誤的に対話形

式で検索することを指向しているので，そのような問題は容易に解決されるように

思われる。

11-5 KBRPSの特長と今後の方向性

前述で明らかなように図書館の伝統的なトクールをどのように効率よ〈作成する

かについて徹底した追及を行った。その結果，情報の価値の低いこの種の検索トウ

ールはどのようなものであれ迅速に廉価に作成することができるようになった。そ

の第1点は従来顧みられることの少なかった入力の簡易化もあり，和洋共にワーク

シートを必要とせず，タイトルページを見て直接タイプ(穿孔)する方法を完成さ

せた。第2点は入力の簡易化を可能にするものとして，修正を磁気テープ段階での

修正に移しその方法を合理化した。

KBRPSは単に伝統的な図書館トウールの作成に止らず，広〈レフアレンスワー

クやドキュメンテーション活動に必要な高度な検索トヮーノレの作成をめざし，いわ

ゆる図書館学とドキュメンテーションの統ーを計った。その第1点、は情報内容を豊

富にするための処置であり，多元的検索を可能にするフアセット概念を採用する一

方，階層分類の機能を拡大するために2個の分類重出を認めた。第2点、はあとで情

報内容を追加する第2次入力の conceptである。第3点はパリューインディケータ

による雑誌論文と単行本の処理の統ーである。

情報検索の面では， CRTディスプレイ付きの端末装置によるオンラインの検索

に至る過渡的なシステムとして，発展性をもたせることに留意し，詳細システムの

完成を急がなかった。

今後の方向としては Dキートゥテープの装置の導入による入力の一層の簡易化
を図るo 2) 内容対象年，商libコードの各フ 7セットを追加することにより索引の

深さを高める。 3)漢字のローマ字入力とその電算機による内部変換と出力。 事

CRTディスプレイ装置導入により検索に試行錯誤性をもたせる。S>departmental 

dictionaryばかりでなく人脈辞典の臼動的作成と automaticindexingの追及を行

事 最近の調査では. ~イプスピードはあまりないが，外国語の知識のある人が 2 日間の講

習後50文献(一文献平均197.9桁〉を BRPSで処理した場合， 最高1時間52分46秒のタ
イプ速度であった。被験者は異口同音に普通のタイプライターよりもタイプしやすいとの
評価を下しており，したがって練習をつめば50文献につき 1時間20分程度まで時間短縮す
るζとも無理ではないように思われる。一方タイプ速度は早いが外国語の知識のないいわ
ゆるタイピストによった場合，修正個所の発見に手間どるために，成績はきわめて悪かっ
fこ.
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う。ゆ SDIとは異なる独特の利用者主導形の臼動提供システムを開発する。

結 E音

電算機は目録の機械処理に計り知れない展望を与えてくれていることは確かであ

るが，現実に最も効率的な機械処理の方法は何かという問題になると，未解決の問

題が多く電算機の利用がすべての場合に最善であるとは言いがたし各図書館の民

僕に応じて，マニュアノレ方式， PCS方式を折り混ぜた種々の便法が案出されるべ

きであろう O しかし，銘記すべきは目録の機械処理は単なる目録作業の機械化であ

ってはならない点である。一度入力された目録情報は情報需要の動態と個別的な的

報要求に照応した主題別の目録と索引を出力する他， KBRPSが試みたように， こ

れを高度な情報検索に利用すべきであろう。かくて， Id J誌の機能は限りなく発展し，

目録はその本来の影をとどめないものになってゆく。それがとりもなおさず図書館

活動とドキュメンテーション活動の質的な転換をもたらすことになるであろう。
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追記

KBRPSは汎用文献恰三報処理システムであるので日本のあらゆる大学図書館，凶

書室，情報センターが直ちに適用できるように配慮しています。したがって，学内

にコンピュータと紙テープタイプライターがあり，しかもその利用が許されている

場合， KBRPSによる文献情報処理の実用化はきわめて容易です。プログラムの無

償貸与を含む一切の相談に応じ協力させて頂きたいと思いますので， EDP化にl河

心をもたれる方は是非筆者に御一報下さL、。
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